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福島県雲水峰周辺地域の地質およびペグマタイト調査報告

　　一ウラン・トリウム資源調査の基礎資料

松原　秀樹＊
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　　　FukusMma　Prefeet皿e（One　of　the　Investigations　of

　　　　t1＝e　Uranium－thorium　Resources　of　Japan）

　　　by

Hideki　Matsubara

　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　－This　area　is　in　the　western　part　of　the　Abukuma　masslf，and　consists　mainly　of　crystal－

1ine　schist，01der　intrusi▽e　rocks　（schistose　quartz　diori亡e，serpentine，gabbro　and　cortlandite），

and　younger　granites（so、called　Cretaceous　in　age）．A　lot　of　pegmatites，which　bear　some　rare

elements（uranium，thorlum　etc．）an4ar6genetically　connected　with　two－mica　granite　of　the

y・ungergranite亀aref・rmed？h圭eHyinthe・1derintrusivesandthecrヌsta11ineschisL

　　　　　　　　要　　旨
　（1）　調査地域に分布するおもな岩石は，結晶片岩と

花嵩岩類であつて，花嵩岩類には，古期として片状石英

潤緑岩，新期として花崩閃緑岩・白雲母含有黒雲母花嵩

岩・両雲母花崩岩およびペグマタズト・アプライトであ

るQ

　ぐ2）地域の中央部に，NS方向のかなり著しい断層

（2）があつて，東半部と西半部とは地質状況を異にして

おり，さらにこの断層を切るNW～EW方向の多くの

断層が発達し，複雑な構造を示しているる

　（3）　ペグマタイトは，両雲母花嵩岩の分布と密接な

連がりがあり，両雲母花嵩岩の分布は，構造地質に支配

されている。

　（4）ペグマタイトの分布および産状から，ペグマタ

イトρ晶出は，両雫母花嵩岩の生成に引続き，同花崩岩

漿から絞り出された酸性岩漿に基因するものと考えられ

るo

　（5）「当地域のペグマ，タ．イトは，ほとんど脈状で資源

的価イ直は1低いQ

　ウラン・・トリウムを含んだ鉱物は，ペグマタイト中に

散発的には存在するが，’重要なものはない。宇津峰ペグ

マタイトに含まれるユーゼン石が，含ウラソ鉱物として

僅かに注意されるのみである。

1．序　　言

阿武隈地方のペグ’マタイト調査の一部とLて，さきに

福島県石川郡石川町地域におけるペグマタイトの分布，．

＊地質部

諸性質ならびにウラソ・トリウム資源としての概要を報
　　　　　　　　　　　　　　　う　ずみね　　え告したが，その後引続ぎ石川町の北に連なる雲水峰・蝦
ぞ

夷ガ嶽周辺地域の調査を行なつたので，その結果を次に

報告する。

　調査は，昭和30年11月に，雲水峰地域，31年9月に

蝦夷ガ嶽地域，32年9月に蓬田嶽地域と3回に分けて実

施し，作業の一部に対し土井啓司および大和栄次郎にそ

れぞれ協力を得た。

2．位置・地形および交通

　調査地域は，郡山市の南東，白河市の北東にあたる阿武

隈山地の西縁に位置し，福島県石川郡玉川村・大東村・

平田村・須賀川市（旧小塩江村）および田村郡田村町・中

田村の一部を含む約⑱Okm2の範囲である。

　この地域は，いわゆる阿武隈準平原のム部に属し，全

般になだらかな丘陵が連続するが，東部および北部の一

部では，地形の単調を破り，雲水峰（67フm）・夷蝦ガ嶽

（671m）・蓬田嶽（952m）・一盃山（855m）・などが傑出し

ている。山地を流れる河川は，いずれも小さく，西部を

北流する阿武隈川に合流し，沿岸に小地域の沖積地を形

成しているQ

　緩曝な地形に恵まれて，道路はよく開かれ，鉄道も地

域の西部を阿武隈川に沿い水郡線が通じて・全般に交通

の便はよい。

3．地質および岩石

本地域は，阿武隈山地西縁中央附近に位置し，いわゆ

るS字状構造のとくに南半部に発遷する結晶片貴類（御
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　　　　第1図調査位置図

在所・竹貫結晶片岩）の分布が狭くなり，その配列およ

び構造的方向をNNW－SSEからNE－SWに変える
部分である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　この地域の地質を概観すると，西半部においては結晶

片岩類および古期貫入岩類が西に張りだした弧状構造を

なして分布し，新期花歯岩類がほ．聖それらの構造方向に

沿つて貫入している。東半部では新期花歯岩類が大勢を

占め，その西縁は同じく西に張りだした弧状をなして，

「古期貫入岩類と分布h区分されている。この境は，岩石

の分布状態から，おそらく断層であろうと思われる。’

　これらの岩類は，北部ではNW，南下するに従つて

EWに方向が移り変わり，全体として扇状に分布する断・

層群に切られる。

、地域西縁には第三紀末から第四紀の凝灰岩および洪積

層などが分布している。

　本地域の地質を総括Lて第1表に示す。

　3．1結晶片岩類

　この地域では，結晶片岩は，古期貫入岩類に属する片

状石英閃緑岩の貫入によつて，3つの区域に分けられて

分布し，それぞれの分布地域では，新期貫入岩類に属す

る両雲母花嵩岩によつて，片迎の方向に沿つて細く貫入．

され，一部は同岩中に捕獲されている。

　結晶片岩は，黒雲母石英片岩・石英黒雲母片岩および

角閃片岩に分けられ，結晶質石灰岩を含んでいる。

　黒雲母石英片岩は，結晶片岩分布地域南西部において

石英黒雲母片岩と接して秀布するが，この両者は混交し

て，明確な境界は求め難い。まれに角閃片岩を挾有して

いる。片理方向は，一般にNSであるが，｝乱れている

ことが多く，ことにこの岩体の北端部分にこれが激し

い。本岩の石英は，暗灰色～黒灰色，黒雲母は暗褐色の・

ために，全般障岩石は優黒色である。鏡下において，観

音山東方の薄片では，石英は個体の中央部は泡濁してお』

り，少量の白雲母が存在し，ジルコソの微晶が黒雲母に

包まれて若干認められる。玉川村桜窪西方の薄片では，

ほとんど石英からなり，結晶の中央部は泡濁レ，結晶不’

完全で裂開の多い柘榴石・単斜輝石・緑簾石および方解

石などの小晶が含まれている。この薄片の石英には波動、

消光が認められる。

第1表地質総括表

地質時代

’第四紀
i現世
更新世

鮮新世

第三紀

白墓紀？

時代未詳

岩 相 断　　層

沖積層（礫・砂および泥）　崖錐

洪積層（砂礫層および粘土層）

　石英安山岩質凝灰岩

東西性断層

南北性断層

ペグマタイト・アプライト

両雲母花謁岩

白雲母含有黒雲母花崩岩・花嵩閃緑岩

片状石英閃緑岩

蛇紋岩・コートランド岩・斑栃砦・
細粒閃緑岩・角閃片岩

石英黒雲母片岩・黒雲母石英片岩・
結晶質石灰岩
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　石英黒雲母片岩は，主として地域南西隅および北西部

に分布し，角閃片岩を挾み，東部の角閃片岩の優勢な地

域ではその間に挾まれ，ときには互層する。片理の方向

は南西隅では一般に乱れているが，NNW－SSEないし

NNE－SSWで，北西部のものではNE－SWである。

石英黒雲母片岩と角閃片岩との境界は一般に明確であ

る。鏡下において，本岩の黒雲母は褐色であるが，赤色

を帯びるものも存在する。乏きにはジルコンの微晶をや

や多く含む。石英は結晶の内部は泡濁し，かつ波動消光

することがある。

　角閃片岩は，結晶片岩分布地域のうち東部に発達し，

片理の方向は地域南部においてはて般にNNW－SSEで

あるが，北部では一般にNE－SWである。本岩は暗緑．

色で著Lい片状を呈し，その原岩は明らかでないことが

多いが，輝緑岩または輝緑凝灰岩の組織を残すこともあ

り，雲水峰附近では明らかに斑栃岩の組織が残されてい

るものがある。鏡下では，角閃石・斜長石》透輝石・石

英などで組成され，とぎに絹雲母を伴なう。角閃石は草

緑色～青緑色で乳多色陸強く，消光角巧～230，まれにジ・

ルコソの微晶を含庖でいる5雲水峰地域の角閃片岩には

両雲母花嵩岩に接する近くにおいて，磁鉄鉱が著しく多

量となり，また電気石の小結晶が含まれることがある。

　結晶質石灰岩は，田村町北表の南と，雲水峰北方の2カ

所に他の結晶片岩に伴なつて現われてし’・る。このほか，

地域の数ヵ所にスカルン鉱物の生成がみられるが，石灰

岩は直接には認められない。北表におけ’る結晶質石原岩

は，径10数mの塊状のもので，粒度は数mm大となつて

いる。雲水峰北方岩体は，規模はそれよりも小さく粒度

も糸田力、し、Q・

　3．2　古期貫入岩類　　・

　古期貫入岩類は，結晶片岩中にレソズ状または塊状に

現われる，襯萱岩ないし蛇紋岩・片状石英閃緑岩，片状

石英閃緑岩中のみに捕獲岩状に存在する，マートランド

岩・斑栃岩および細粒閃緑岩からなる・角閃片岩中にみ

られる斑栃岩質岩は，角閃片岩との区別が難かしいので，

角閃片岩に含めた。

　轍騰岩は，地域南西部の結晶片岩の東縁および角閃片

岩中にみられるが，その貫入時期は結晶片岩の形成前か

後か明らかでない。また片状石英閃緑岩との直接の関係

は不明であるが，その分布状態からみて，片状石英閃緑

岩貫入以前のものらしい。両雲母花嵩岩およびペグマタ

イトに接する部分では，どくに接触変成現象がみられ

る（第3，4図）。鏡下で，轍禮岩はいろいろな程度に蛇紋

岩化されている。蛇紋岩中には。一般に撒撹石が残され

透角閃石・斜方角閃石・滑石・緑泥石などが生成され，

とくに透角閃石は量的に著しい。．撒撹岩ないし蛇紋岩全

難灘簾騨貌四
　甲帯　　　　　　　泥る
　　　　　　　豪帯
　　　　　　　甲
第3図　玉川村川辺北東方の蛇紋岩を貫ぬく

　　　爾雲母花崩岩の接触状洗

般に，石綿の細脈が生成されている。

　コー下ランド岩は，玉川村南宿西方一盃山項おまび中

田村淵石附近に，片状石英閃緑岩中に捕獲岩状としてみ

られ，または転石として存在Lている。斑栃岩は，大東

村狸森・玉川村北須釜地域に径10数mの塊状となつて　　N

点在している。コートランド岩および斑栃岩は，鏡下で

　　　　　　　　　　　　　陽緑黒　　　　　　　　　　　　　起泥雲　　　　　　　　　　　　　唖田ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第4図　ペグマタイトと石英黒雲母片岩，蛇紋岩？

　　との接触の一部（宇津峰ペグマタイト）

はポイキリティヅク構造を持ち，前者は，角閃石に桓鵬

石・紫蘇輝石の小晶を含み，後者は，角閃石に単斜輝石

の小晶が含まれ，斜長石には累帯構造が認められる・

　細粒閃緑岩は，片状石英閃緑岩中に塊状となつて各地

にみられる。緑黒色緻密で片状を呈することなく，片状

石英閃緑岩と明瞭な境をもつ。玉川村森殿東方岩体の薄

片では，黒雲母は暗褐色，角閃石は青緑色，多色性強く

消光角180で双晶もかなり多くみられる。石英は僅かに

泡濁し，一部に微弱な波動消光を示す・

　片状石英閃緑岩は，地域西部と北東部に分布し，分布

および構造上ほ黛結晶片岩と調和し，片状方向も一般に

NNWからNSを経てNNEにわたる範囲にある。
　本岩は，岩相変化に富み，片状程度においても地域に

よ
、
り相違があり，また著しく基性の部分と，逆に酸性で
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花嵩閃緑岩としてよい部分もある。結晶片岩との関係1こ

ついてみると，地域南西部の小高東方では露頭が断片的

であるが，岩相が片状石英閃緑岩から結晶片岩に移つて

おり，一方地域外の石川町母畑東方の県道上では，石英

閃緑岩の小支脈が結晶片岩の片理の方向を切つている。

また玉川村蟹沢の道路切割では，結晶片岩（？）が花嵩岩

化作用を受けた形跡がみられる部分がある。さらに地域

　　　　　内の本岩には，シユリーレソが存在するが，地域に隣接

する南部に較べて遙かに少ないo

　鏡下でみると，新期花崩岩体から比較的離れた地域

（玉川村川辺の東方）の薄片では，石英はほ聖湾明で，

斜長石．（曹灰長石）に累帯構造はない。黒雲母はやN赤

味を帯びた褐色で，角閃石は淡緑色　消光角18Q，まれ

にポイキリティヅク鱒石英・斜長石の小晶を含む。カリ

長右は，量的にきわめ七少ない。ジルコγは，黒雲母に

包まれ少量で，燐灰石はかなり多く，チタン石は僅かに

・みられるo　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　1

　新期花満岩体に近接する地域（雲水峰南方）の薄片で・

な，石英は，外周は清明で，中央部は泡濁し，斜長石

（曹灰長石）には僅かに累帯構造がみられ，カリ長石は，

さぎの薄片よりや」多く，黒雲母は，暗褐色で．湾曲す

るものがあり，角閃石は薄青緑色，’消光角12Qで，ミル

メカイトは少量存在している。

　3．3　新期花商岩類

　新期花醐岩類は，花崩閃緑岩註1）・白雲母含有黒雲母

花闘岩および両雲母花崩岩に分けられる。本地域の花崩

岩類の分布状態をみると，白雲母含有黒雲母花醐岩が中

核とな，り，．その周りを坂り巻くように花崩閃緑岩が分布

し，さらにその外側に古期の片状石英閃緑岩が分布し，

それを貫ぬいて両雲母花嵩岩が分布している・花嵩岩類

相互の関係は次の通りである。

　1）　花嵩閃緑岩と片状石英閃緑岩との関係は，本弛域

では不明であるが，花崩閃緑岩の岩相は，片状石英閃緑

岩と白雲母含有黒雲母花崩岩との中間的性質を杢つてい，

る。

　2）『花嵩閃緑岩と白雲母含有黒雲母花歯岩との関係は

野外ならびに薄片の顕微鏡観察では漸移しているが，南

東部では断層で境している。

　3）　両雲母花崩岩と他の新期花歯岩類との関係は明ら

かでない。

3．3．1、花崩閃緑岩

本岩には，きわめてまれに片状構造を呈する部分があ

るが，片状石英閃緑岩に較べてはなはだ微弱であり，成

註1）花尉閃緑岩としたものは，こXでは新期として

　あるが，混成岩であれぼ古期貫入岩類の要素も含む

　ことになるo

分もより酸［生であるQ

　本岩は，地域により，岩相にかなり相違があり，全般

に白雲母含有黒雲母花崩岩に近接する部分は，もつとも

酸陰で花嵩岩と漸移している。

　白雲母含有黒雲母花歯岩から離れた部分では，ときに

角閃石は0．5～1cm大め半自形となつて多量に存在し，

3～4mm大の自形のチタン石を特徴的に含み，かつ岩

石がかなり基性に．みられることがある。またこの部分に，

まれであるが，シユリーレンが存在することがある。

　鏡下において，本岩の石英は，全般に泡濁しているが核

心部のみ汚れ，周縁部および割れ，目に沿つた部分が清明。

なものもあるび波動消光はほとんど全般にみられる。斜

長石（中性長石～曹灰長石）は，顕著な累帯構造を示し，

帯の幅は，白雲濁含有黒雲母花嵩岩に近づくに従い広く

なつている。斜長石の内部は，絹雲母化していること、が

多い6カリ長石には，微斜長石・正長石およびパーサイ

トの各種が認められ，黒雲母は，緑褐・茶褐あるいは黒褐

色を呈し，一部は緑泥石化している。田村町坂下東方で・

Fは，黒雲母は湾曲していることが多い。角閃石は，こび

茶・帯褐緑色で，多色性は強く，消光角峠20～240を示

し，花歯岩に近い部分では，結晶の一部は黒雲母に置き

換えられ，その量は減少している。ミルメカイトは，花

崩岩に近づくに従い次第に多く，燐灰石は，逆に少なく

なつている。

　3．3．2　白雲母含有、黒雲母花嵩岩

　本岩は，中粒で全般に灰色を呈しダ白雲母は鏡下で認

められる程度で，少量，かつ微細である。

　鏡下では，石英は一部僅かに汚濁され，波動消光する

ものが多い。斜長石仲性長石）には累帯構造を呈するも

のと，その構造ゐみられないものとがあり，構造を示す

ものは花嵩閃緑岩に近い部分である。カリ長石は，微斜

長石が多く，’黒雲母は，暗褐・緑褐色で，結晶が湾曲し

ていることがある。ミルメカイトは，片状石英閃緑岩・

花樹閃緑岩に較べかなり多く存在している。ジルコンは

黒雲母に包まれて，閃緑岩類より多い。チタソ石は0．5

mm以下の他形微細で，その量は多くない。、

　3．3．3両雲母花嵩岩

　本岩は，地域により岩相の変化があり，これらは3つ

の型に分けられる0

　1．斑状粗粒両雲母花嵩岩

　2．柘榴石含有両雲母花崩岩

　3．片状商雲母花崩岩

　斑状粗粒両雲母花崩岩は，地域北部の雲水峰以北，お

よび蝦夷ガ嶽南西方地域に，やX広い面積を占めて現わ

れている。・本岩は，カリ長石（微斜長石）・石英が斑晶状

に大きいのに対し，雲母類は全般に小さく量も多くな
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　　い。鏡下では，石英はときに一部核心部が泡濁してお、り

　　また薄片により波動消光を示すことがある。微斜長石は

　　他形～半自形で，粒度は大ぎく，ときに不規則な粒状形

　　態の石英を多く含んでいる部分がある。斜長石（灰曹長

　　石～中性長石）には累帯構造があり，外周部は中核部よ

　　り酸性である。黒雲母は帯赤褐・暗褐色で，薄片により

　　結晶が擾曲することがあり，一白雲母は斜長石中に包まれ

　　ることがある。ミルメカイトは，少量認められ，ジルコ

　　ンは黒雲母に包まれてや＆多量にみられる。また薄片に

　　より柘榴石を含むものがある。

／　　　柘瑠石含有両雲母花醐岩には，細粒のものと中粒のも・

　　のとがあり，前者は，地域南部の玉川村北須釜北東方一

　　山小屋西方一千五沢西方を結ぶ帯状地域に，斑状粗粒両

　　雲母花崩岩に伴なつて点在し，後者は，中央部から南部

　　地域で，片状石英閃緑岩および黒雲母石英片岩を岩脈状

　　に貫ぬいて現われているo

　　　細粒柘榴石含有両雲母花嶺岩はン全般に黒雲母が少な

　　く，灰白色緻密で，赤血色の柘榴石の微晶を含む。鏡下

　　では，，石英は全般に泡濁し，かつ波動消光を呈すること

　　が多い。カリ長石は，微斜長石が多く，斜長石には累帯

　　構造がみられる。黒雲彫は，赤禍色で，ポイキリティヅ

　　クに石英の小晶を含むことがあり，．白雲母は，黒雲母に

　　較べてかなり多い。ミルタカイトは少量存在し，ジルコ

　　ンは黒雲母に包まれており，量は多くない。

　　　山小屋南西方北ノ宿に通ずる道路際の採石場で，径2

m大の片状石英閃緑岩の捕獲岩がみられ，その周縁に・

微細な無色鉱物からなる幅5mmの帯が生じており，続

いてその外周に，柘榴石の微晶の集合帯が生じている。

　中粒柘榴石含有両雲母花嵩岩は，白雲母・黒雲母とも

に多く，岩右は酸化鉄の浸みだしによりやN赤褐色に

汚れている。鏡下では，石英はほとんど清明で，カリ長

石（微斜長石・正長石）は斜長石に較べて多く，斜長石にー

は累帯構造は認められない。ミルメカイトはかなり多く

みられ，カリ長石中には円形粒状の石英が点在している

ことカ§ある。柘榴石は0．5mm以下の自形であるが裂開

，は多い。

　玉川村蟹沢の路傍で，片状石英閃緑岩の捕獲岩がみら

れ，その接触部は黒雲母帯（幅1cm），次いで微紬な無

色鉱物集合帯（幅1cm），その外周に赤血色の柘榴石の

微晶集合帯が生成されている。

　片状両雲母花崩岩は，斑状粗粒両雲母花崩岩体の周縁

部で，かつ結晶片岩，とくに石英黒雲母片岩中に貫入する

部分にみられ，雲水峰地域，玉川村川辺・小高附近に主

として現われる。また蝦夷ガ嶽西方の角閃片岩に貫入し　　メ

たものにも片状を示すものがある。岩石は，細粒緻密で

禍色を呈し，片状方向は結晶片岩の片理方向と同じであ

る。

　花崩岩類の化学分析の結果（第2表）1およびノルム

計算による主成分鉱物の量比は第5，6図に示してある。

　3．4　第三紀末～第四紀堆積物
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2
3
4
5
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3．37
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2．37

3．25

2．39

2．43
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0．04

0．08

0。04

0．05

0．04

0．17

0．09

0．15

0．12

0．05

十H20
（％）

0．62

0．66

0．45

0．76

0．65

0．98

0．63

0，72

0．87

0．73

一H20CO2
（％） （％）

0。34

0．20

0．20

0．26

0．38

0．28

0．34

0．12

0．16

0．22

0．18

tota1

●斑状粗粒両雲母花歯岩
●柘榴石含有　両雲母花嵩岩（中粒）

●柘榴石含有　両雲母花崩岩（細粒）

O白雲母含有　黒雲母花崩岩
○白雲母含有　黒雲母花崩岩
×花崩閃緑岩一一石英閃緑岩（片状）

×花嵩閃緑岩
×花崩閃緑岩（微弱な片状）

×花嵩閃緑岩
×花嵩閃緑岩

99．71

99．73

99．62

99．64

99．63

99，75

99．56

99．8（ン

99．74

99．88

　　　　　　　　　　　　　　　　分析：前田憲二郎
石川町千五沢
玉川村蟹沢
玉川村山小屋の南西方（石切場）

平田村煙石（石切場）

平田村乙空釜
玉川村北ノ宿
石川町石川中学校裏
平田村真弓
玉川村四辻新田の北西
玉川村四辻新田の北伯雲母含有黒雲母花歯岩に近接の部分》
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An：灰長石，Ab：曹長石，Or＝カリ長石
　　（No．数字は第2表に。同じ）

　　　　　第5図

9
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　　　X8
　　　6　　　x

　　　　3．4．1・石英安山岩質凝灰岩

　　　　結晶片岩，各種花嵩岩および東西性断層を覆づて，石

　　　英安山岩質凝灰岩が各地に部分的に堆積しており，とく

　　　に阿武隈川に沿つた地帯に分布が広く，かなり厚層とな

　　　る部分がある。本岩は，白河市附近に発達する白河石英

　　　安山岩質凝灰岩と同一とみられ，堆積の時期は，一般に

＼　　　　鮮新世末期に始まつたと考えられている6）。この凝灰岩

　　　層の堆積以前に，すでにこの地域は侵食作用を受けてい

　　　て，堆積屡の一部は侵食谷を埋めた形跡がある。

　　　　本岩は，鏡下で石英の小破片を斑晶状に含み，ときに

　　　斜長石の小破片もみられる。

　　　　3．4．2洪積層’

　　　　調査地域の西縁を北流する，阿武隈川の沿岸地帯に，砂

　　　礫層と粘土層の互層が石英安山岩質凝灰岩などを覆い堆
　4δ
　　　積している。本層の最高部分は，10m＋あり，一部に木

　　　質物，草炭を含む。礫は花嵐岩・石英がもつとも多く，

　　　南部では5～15cm大の円礫を普通とし，北にゆくに従

　　　つて細礫1ヒLている。本層は，旧阿武隈川の河成層と考

　　　えられる（第7図）。

　　　　このほか，地域の中央部の花嵩岩上に，局部的に堆積

　　　した砂礫曝が点在する。

　　　　3．4．3沖積層および崖錐

　　　　各地の河川に沿い，小地域に沖積層ができており，阿

　　　武隈川沿岸地域ではこれが広くなつている。中央部の東

　　　山の東西斜面に，花崩閃緑岩・白雲母含有黒雲母花嵩岩

　　　の崩壊物が堆積している。　・

4．ペグマタイト（アプライトを含む）

轟F

Q：石英，KF：ヵリ長石，PL：斜長：石

　　（No．数享は第2表に同じ）

　　　　第6図

　　　、裟一＼

ぎ奪薫誉．
　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　ぺ　　　ミコ
砂。等蟹驚凝誌一一一｛一＼＼

織雛羅繋撫
ペグヤ％　　　　灘鞭
　　　　　　　　石英黒雲紐片岩
　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　・L」湧
　　　　一

第7図　洪積層の堆積状況（大東村田中南方の農家裏の露頭）

　　　4．1　分布および産状

　　　この地域のペグマタイトは，主として地域西半部に存

　　在し，ペグマタイトが多くみられる岩石としては，片状

烈　　石英閃緑岩・結晶片岩・蛇紋岩があげられ，片状両雲母

　　花醐岩・柘榴石含有両雲母花歯岩などがこれに次ぎ，花

　　崩閃緑岩・白雲母含有黒雲母花嵩岩・斑状粗粒両雲母花

　　嵩岩などは少ない。貫入している場所としては，、とくに

　　両雲母花嵩岩と既存岩石との接触部分，あるいはこれに

　　近接する部分に多く，岩脈状をなす両雲母花嵩岩に，並

　　行的に発達していることもまれでない。

　　集団分布として著しい地域は，雲水峰以南の地域，大

　　東村狸森地域，玉川村北須釜地域，同小高・川辺附近で

　　ある。集団分布の方向性は，一般にNS，NNE～SSW

　　であるが，個々のペグマタイトの方向は，これに必ずし

　　も拘束：されていない。

　　ペグマタイトの産状は，次の通りである。

　　1）両雲母花闇岩に近接する部分では，常に接触境界

　　に並行的てある（第8図）。
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羅☆物

　　　　　　　　××xxXx×石　　　　　英　　　　　　　　×xX　Xメ　　　英　　　　　一閃
　　　　　　　　　×X　xメ　　　閃　　　　　緑　　　　　　　　　××x　　　緑
　　　　　岩　　　　　　　　　x×x　　、岩
　　　　　　　　×xX
　　　　　　　　x》くx
　　　　　　　　X〉くX
　　　　　　　X　Xx渡x 0 コm

一第8図　片状石英閃緑岩に貫入した爾雲母花醐岩と

　ペグマタイトとの状態（玉川村翻作東方道路切割）

　2）　片状両雲母花崩岩内にみられるペグマタイトの境

i界は，明瞭で，ペグマタイトの構造に片状は認められな

い・この部分のペグマタイトは，おxむね母岩の片状方

向に貫入し，並行的な多くの細脈として発達しているこ

乏がある（第9図）。

　　　　　　　　　　　繋、一

　　　　〃
豊磁〃
　瀦　　　1　　　　　　　　　　　　　告　　　　脚
　　　　　　　　　　　　　労　　　　、、、l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll／I
　　　　　　　　　　　　　　　　　、1糟i、F

　　　　　　　　　　　　　磯　覧蹴

　　　　　　　　　　　　　’　ノノ

　　　　　　　　　　　　0　　10㎝　　　　　　　　　　　　一
第9図　石英黒雲母片岩と片状雨雲母花醐岩との

　　接触状況（田村町坂下南方の道路切割）

　3）　中粒の柘榴石含有両雲母花崩岩内にみられるペグ

マタイトは，直線的な脈状をなし，ある場合には脈が集

合し，ときに花崩岩との境界が不明瞭となる（玉川村蟹

沢一北ノ宿道路上）（第！0図）。

　4）　斑状粗粒両雲母花歯岩内にみられるペグマタイト

は，ほとんど花崩岩の周縁部に不規則な脈状となつてい「

る。玉川村南宿南方の県道脇に，．片状石英閃緑岩を貫

　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　　　　　　　　　　　　レ　　

驚懲難無露総

第10図　片状石英閃緑岩と爾雲母花陶岩，ペグマタィト

　　　状態（玉川村蟹沢の東方道路切割）

ぬぎ，小さく露出する花崩岩体には数cmないし10数

¢m　大の団塊状のペグマタイトが，不規則なペグマタイ

ト岩脈の近くに散点しているのがみられ，花嵩岩との境

界はほ黛識別できる。

　5）1片状石英閃緑岩に貫入しているペグマタイト岩脈

は，しばしば片理方向に並行し，かつ数条が並行脈とな

つていることがある。ときに，ペグマタイトの境界に薄

い黒雲母集合帯が生じている。

　6）　7プライトは，単独の岩脈となつて，片状石英閃

緑岩・花崩閃緑岩・白雲母含有黒雲母花崩岩に貫入する

ことが多いが，蝦夷ガ嶽西方では，角閃片岩に貫入する

．両雲母花嵩岩脈の両側に沿つて，60cm幅のアプライト

がみられ，花歯岩との境は明瞭である（第11図）。

　　鶴蝶ア
　熟纏撰；鶏角
ラ
ス
獣 畷翫片雌伽メ贈スうメx卜　岩
房　卜騨メ岡Xメメメ
　　　スス　ロ岩　x串メ礎
　　　x　、メス　×メ
　　　ゑスメ魏磁
　　　　γ4　　　　ス　　　　メ o一m

第11図　角閃片岩に貫入した爾雲母花尚岩とアプラィト

　　　の状態（蝦夷ガ嶽西方道路切割）

　7）　ペグマタイトはアプライトに切られていることが

多いが，アプライト中に貫入Lているごともあり，また

アプライトは，石英脈に移り変わつていることもある。

（地域南端の千五沢南の沢上流）（第12図）。

　8）ペグマタイトが，他のペグマタイトに切られ，晶

出に前後関係を示すものがある。この交差によつて，ペ

グマタイトが肥大する様子は無い。ペグマタイトが，ペ

グ々タイトを切る関係は，両雲母花歯岩から比較的隔て

られた地域にみられる。

岩石薄片の観察においては次の通りである。
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第12図　花醐閃緑岩に貫入したペグマタイとトアプライ

　　トの状態（千五沢南の沢上流において）

1）斑状粗粒両雲母花嵩岩は，粒度が不均質であるが

ペグマタイトにおいてはそれが一層顕著である。また花

崩岩とペグマタィトとは，ときに粒度の点で漸移する。

2）尽グマタイトは，全般的にカリ長石（微斜長石・

パーサイトが多い）が斜長石（主とLて曹長石）に較べ

て多量であるが，雲水峰地域の結晶片岩中のペグマタイ

トは，曹長石が非常に多い己

’3）ペグマタイト中に，：文象構造の一種とみられ為も

のがあるが，一般の文象構造と異なり，長石のなかの石

英はかなり大ぎな円形ないし楕円形を呈している。斑状

粗粒両雲母花嵩岩および中粒の柘榴石含有両雲母花嵩岩

にもこれと同様なものがある。

　以上述べた分布および現出の状態から，との地域のぺ

一グマタイトは，両雲母花崩岩と密接な関係にあり，両雲

母花崩岩岩漿からしぼりだされた酸性岩漿をもとにして’

晶出したと考えられるgアプライトとの関係はなお不明

なことが多いが，しぼりだされた酸性岩漿には，一っは．

巨晶化→ペグマタイト，・一つは微晶化→アプライトに移

化するような作用があらたのであろう。、ペグマタイトの

晶出の時期については，ペグマタイトに含まれる放射能

鉱物のPb－U，Th法測定そ，白璽紀初期にあたるとい

う。

　4．2　ペグマタイト構成鉱物

　この地域のペグマタイトには，南隣の石川町地域にみ

られるような構成鉱物上の多彩な変化と量はない2）。僅

かに，雲水峰の結晶片岩中のペグマタイトに，規模，量，

稀元素鉱物の賦存に注意されるものがあるにすぎないσ

　ペグマタイトリ，構成鉱物の弛域的な特質として，雲

1水峰地域：では，ユーゼン石・モナズ石・ゼノタイムおよ

’び電気石（宇津峰諮よび二瀬鉱山）・硫化鉄鉱なわびにそ

の分解物（二瀬および東山鉱山）が，一盃山西斜面のペグ

マタイト（御館鉱山）には，少量のユーゼン石が存在して

第3表ペグマタ不トの包有鉱物の状況

ペグマタイト

地域名

形

石川町以

南地域

みヒ
月b

（総括）灘

規

石川山南

部地域
石川山
地　域

北須釜
地　域

ダ上小山田
地　域

雲水峰
地　域

一
、
盃
山

地　域
東部地域

模

（〃）1繍

いノ）麟1

川辺塊状

南立石

三蔵
狸森

雨田

塊状

脈状

〃

中

中

〃

〃

塊状’

上小山田脈状

字津峰

二瀬
東山

御館

塊状

〃

ノノ

大

中

小

脈状中
脈状［

鉄
曇
ほ
母

◎

里
唖
ヌ
母，

◎

◎

△

○

○

×

白

雲
母

×

◎

O
O’

『
O

O
O

O
○

◎

O
O
×

電
気
石

×

O
◎

○

O

◎

柘
榴

石

△

O

O

◎

フソ

エ
γ

ノレ

グ石

◎

サス
キ
マ・1

ル石

ユこ／

1
ゼ石

O、

◎

◎1

◎

O

○

モ

ナ

ズ

石

O
◎

◎

O

O
△

ゼタ
『イ

ノム

O
◎

◎

○

△

O
△

＿フ
次ソ
成鉱
ウ物

×

O

O
△

ジー

ノレ

コ

y

O

O
△

O

褐「ガ∫

簾ル
石y石

O

O

O
◎

◎

◎

緑
柱
石

◎

◎

O

○

×

紅
柱
石

◎

イナ
ルイ

メト

O

硫
化
鉄
鉱

O
△

◎や》多量，O普通，△少量，×きわめて少量　　規模：径または幅が10m以上を大，3～10mを中，3m以下を小とする。
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第4表　ペグマタイトの放射能測定値

須賀川市埋平　宇津峰　Peg．

　〃　．東山Peg。
田村郡田村町　二　瀬　Peg．

　〃　御館村　御　館　Peg．

右川郡大東村　雨　田　Peg．

　〃　　　狸森Peg．
　〃　　　三蔵Peg免
　、〃一1玉川村　南立石　Peg．

平均放射能　1最高放射能
（自然係数を1とす）（　　〃

8．5倍

1．7、

4．6

3．1

2．0

2．0

1．8

3．3

　　倍150

14

5．8

4．2

備 考

1．測定器は，科研SU－P1を使用し自然係
数を31と・した0

2．宰均値はペグマタイトあるいはそのズリ

　を3～10ヵ所測定の平均である。

3．最高値は，測定にあたり最高目盛を示し
　た。位置，雲水峰Peg。の揚合ユーゼン
石が集中していた。

4．参考　石川町地域のPeg．の平均値は
4．5（92カ所）である。

い為。北須釜地域の南立石で，二次性の含ウラソ鉱物（燐

灰ウラン鉱2）が産出するが，量は多くない。三蔵東方

のペグマタイトには，紅柱石の巨晶をや工多く含み，大

東村狸森東方のペグマタイトには1電気石が伴な％大

東村雨由のペグマタイトには，緑柱石が知られているが

標本的なものにすぎない3m。

　石川町附近を合わせて構成鉱物の状況は，第3表の通

りである。．

4．3　資源的意義

すでに記載したように，この地域のペグマタイトの分

布はおびた黛しいが，大部分は脈状を呈し，各鉱物は入・

混じつており，塊状のペグマタイトの中央部には，一般に

みられるような同一種類の鉱物（例えば石英または長石）

からなる大ぎな集合体を欠いている。しかも全般に，脈

幅は2m以下で小さく，量的にも質的にも，長石・珪石

資源の対象となるものが少ない。とりわけ，地質上両雲

母花嵩岩体から遠い地域のペグマタイトは，全般に細脈

化し，分布は頻繁であつても，資源的な意義は全くな

いo

　これらのなかで」や』長石・珪石資源の対象としてみ

られるものは，第3表に挙げたペグマタイトのみである

が，表中，宇津峰ペグマタイトを除くほかはいずれも規

模が小さい。

稀元素鉱物資源として注意されるものは，宇津峰ペグ

マタイト中のユーゼソ石のみである。

宇津峰ペグマタイトは，、黒雲母片岩・角閃片岩を貫ぬ

いて，N75QW方向に延びた紡錘形のペグマタイトであ

つて，鉱体の肥厚部は，径10mを超す。ペグマタイト

の周囲は，文象構造帯が厚く発達してペグマタイトを取

巻ぎ，その内側に続いて電気石・白雲母の巨晶を含む長

石・珪石帯があり，その帯に包まれた中央部は，石英・

カリ長石の巨晶が組合つている。中央部分を除けば長石

では曹長石が大部分を占め，石英は全般に駒色を呈して

おり，電気石・白雲母を含む部分に，ユーゼソ石・モナ

ズ石およびゼノタイムなどの含稀元素鉱物が散在し1と

きにやx多く集合していることがある。

　ユーゼン石は，5mm大の柱状となつて，電気石と曹

長石との間，あるいは曹長石のなかに数箇体が放射状に

集合している。晶面の発達は，全般に不良である。一モナ

ズ石は，曹長石に包まれて数m血大の灰褐色，不完全な

結晶として散在し，ゼノ・タイムは，電気石醇伴なつて灰

緑色粒状となつて産出する。

　なお，この地域の主要ペグマタイトの放射能測定結果

は第4表の通りである。

5．結　言
．1）　調査地域の主要部は，結晶片岩・古期貫入岩類と

それらに貫入する新期花嵩岩類からなつている。

2）分布および産状2）から，この地域のペグマタイト

は，主として古期貫入岩類および結晶片岩中に胚胎され

た新期花嵩岩類に属する両雲母花歯岩の生成の時期に，

花嵩岩漿からしぼりだされた酸陸岩漿から晶出したもの

と考えられる。

3）．この地域のペグマタイトは，ほとんど脈状であつ

て，しかも全般に細脈で，資源的価値に乏しい。ペグマ

タイトに含まれる稀元素鉱物は，南隣の石川町地域に較

　　　　　　　のべて量的に著しく劣つている。僅かに宇津峰ペグマタイ

トに含まれるユーゼソ右が，含ウラン鉱物資源として注

意されるのみである。

　　　　　（昭和30年11月，31，32年9月調査）
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